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図表1 自然公園面積の対県土比率〈都道府県別比較〉 図表2 三重・愛知の自然公園の利用者数〈2009年〉 図表3 三重県と愛知県の自然公園利用者数の推移 図表4 三重・愛知両県のエコツアー〈2011年3月〉
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愛知県の自然公園利用者数（右目盛）

「立寄率」換算前
の推計値（注）

（資料） 環境省「自然公園等利用者数調」、三重県環境森林部自然環境室ヒ
アリングを基に三重銀総研作成。

（ 注 ） 三重県では、2008年以降、実際の自然公園利用者数を「立寄率（観
光客1人当たりの観光施設立寄件数）」で除した数値を計上。このた
め、2008、2009年については、従来と同一の基準で推計した数値（白
抜き部分：△）を記載。
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（資料） 環境省「自然公園都道府県別面積総括」
（ 注 ） 自然公園面積の対県土比率は、2010年12月17日現在。
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（資料） 環境省「自然公園等利用者数調」 （資料） 環境省HP「エコツアー総覧」
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○製造品出荷額が全国上位の愛知県（2009年、1位）や三重県（同、9位）は、「ものづくり」の拠点として
のイメージが定着している一方、自然公園面積が県土の割に大きいなど、自然環境の豊かさにも目を
見張るものがあります。

○自然公園とは、環境省が管理する「国立公園」、都道府県が管理する「国定公園」・「都道府県立
自然公園」から成り、いずれも自然の風景地を保護するため、開発などの人為を制限するとともに、
風景の観賞など自然と親しむ利用がしやすいように、必要な情報の提供や利用施設の整備が行わ
れている公園です。ここで、環境省の資料により、自然公園の県土に占める割合を都道府県別に比
較すると（図表1）、三重県が34.9％と全国で3番目に高くなっています。さらに、愛知県（17.2％）につ
いても19位ながら、全国平均の14.3％を上回っています。

○自然公園は、守るべき自然環境であるとともに、貴重な観光資源でもあります。実際、2009年の自然公
園の利用者数をみると（図表2）、三重県では2,049万人と、県内人口（2009年：187万人）の約11倍と
なっています。さらに、愛知県では県内人口（同年：742万人）の約4倍となる3,168万人が訪れており、
自然公園は主要な観光地としての役割も果たしています。
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1. 全国上位にある三重県・愛知県の自然公園面積比率

○近年の三重県、愛知県の自然公園利用者数については、両県ともに増加傾向を辿っています。実際、
環境省「自然公園等利用者数調」により、三重県、愛知県の自然公園利用者数をみると（図表3）、
2000年代半ばにかけて落ち込んだものの、愛・地球博（2005年、愛知県）など環境関連イベントの開
催や、熊野古道の世界遺産登録（2004年、三重県）をきっかけに、2005年頃より持ち直しの動きがみら
れます。

○こうしたなか、自然環境を活かした新たな観光として、「エコツーリズム」を推進する動きが各地でみられ
るようになってきました。エコツーリズムとは、従来のパッケージ・通過型の観光とは異なり、地域の自然
環境の保全に配慮しながら、時間をかけて自然と触れ合う観光のことで、環境省が普及・定着に向け
て制度・環境の整備を行っています。

○この点について、環境省ＨＰ「エコツアー総覧（2011年3月時点）」をみると（図表4）、三重県では10団
体、愛知県では2団体の活動が紹介されています。今後、エコツーリズムを推進する動きが広がってい
く下で、自然環境への関心が、観光を通じたルートで一層高まっていくことが期待されます。

2．自然環境を観光資源として活用していくために

三重・愛知の自然環境と、観光資源としての可能性
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